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ヒウオ生息状況調査
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【背景・ねらい】過去より継続的に実施している琵琶湖産アユの各種資源学的調査のーっ

として、次年資源量となるヒウオの生息状況の把握を行い、次年の漁況予測の資料とする。

【成果の内容・特徴】角型幼生網 (2x1m)を用いて 9水域 30地点について、 1Kmを

10分間の曳網によりヒウオ採集調査を行った。調査は10月、 11月、 12月の 3回、新月前後

の夜間に行った。

10月の第 1次調査では、平均採集尾数(ー曳網当たりの平均採集尾数〉が10尾、採集し

たヒウオの平均体重が4.38mgといずれも平年(221尾， 24. 02mg)を大きく下回った。これ

は新月の関係から調査日が月初めになり、かつ河川の渇水により遅れた産卵ピークとほと

んど同時期の調査になったためと思われる。ヒウオの分布としては野洲川沖・和迩川沖の

南部水域が少ない採集尾数の中でも多かったが、平年の平均採集尾数を越える水域は全く

なかった。第 1次調査についてはヒウオの資源状態を反映する状況ではなかった。

11月12月の第 2次第 3次調査では、平均採集尾数はそれぞれ191尾， 89尾で平年 (246尾，

110尾)の約 8割となり、産卵調査における有効産卵量の平年比と一致した。しかし、ヒ

ウオの平均体重は30.43mg， 54. 75mgで、やはり第 1次調査と同様平年 (68.03mg，84.90mg) 

を大きく下回り、産卵の遅れによる成長の遅れが見られた。また、ヒウオの分布は第 1次

調査とは異なり南浜沖・塩津湾・知内川沖の北部水域中心となり、この 3水域は第 2次第

3次調査ともに平年の平均採集尾数を上回った。この 3水域以外に平年の平均採集尾数を

上回ったのは、第 2次調査では安曇川沖、第 3次調査では竹生島周辺であった。

ヒウオの成育状況は、各調査次で平年と比較すると上述のように平年の18---64%と非常

に成長の遅れが目立っている。しかし、これに調査日についての補正を行うと、平年より

小型には違いないが、第 2次第 3次調査では平年比約80%となり大幅な成長の遅れと言う

ほどではないと思われた。

ヒウオ資源としては、量・成長ともやや平年を下回る水準と結論された。

【成果の活用面・留意点】ヒウオ調査結果および漁獲統計・気象観測情報により次年 2---

8月の漁況を1560トン、 6億 6千万尾とほぼ平年並と予測した(平成 6年度滋賀県水産試

験場事業報告， 1995年のアユの漁況予測参照)。しかし、漁況については今後の気象状況

やアユ漁業の操業状況によって変化する。
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!fJ31X調査(J1130. 1211) m21XOI査(J1/1. 2) ~n 次調策(10/3.4)

調資水域
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過去 101f.聞のヒウオt葉集状況の経年変化表2

平均体.(lIg)平鈎t書~尾散
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場 1984年 10月のØl iをまでは、荷高官~長命寺水~の銅貨は実鈍されていないので表中

10月の殿僚については寓苅~畏命寺水峻を除いた間交結果より算出している o11 

月12月については筒蒲~長命守水織を合めた関貧結果より野:1Ilしている。

* * 1994年から1993作ーまでの綬大側と鰻小前を除いた8年間分を.;y:均として算出した.
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3と日付と対応させて

調査日

ヒウオの平均体重と調査日との関係.

回帰式については10月1日を"1 "として順次2，

ヒウオの平均体重との関係を求めた.
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